
 
 

 

日商ＰＣ検定試験（データ活用） 
 

１級サンプル問題 
 
 
 
【受験にあたって】 

 
答案は、「答案.docx」に作成し、上書き保存すること。（答案用紙以外に

保存した答案は採点対象外となります。） 
 

知識科目の２題については答案用紙の１枚目に記入し、実技科目は２枚目か
ら作成しなさい。なお、答案用紙の１枚目に氏名、生年月日を記入すること。 

 
試験時間は知識科目、実技科目あわせて９０分です。（科目毎の時間の区切

りはありません。） 
 
 
問題１（知識科目） 

 

次の２つの設問から１つを選んで解答せよ。答案は、答案用紙の１枚目に

記入すること。なお、どちらの設問に解答するか示すため、問題番号のとな

りの（ ）欄にＡまたはＢを記入すること。 
 

Ａ 個人情報保護法のもつ役割について、250～300 字程度で簡潔に説明せよ。 

Ｂ インターネットおける「アクセシビリティ」とは何か。具体例を交えな 
 

がら 250～300 字程度で簡潔に説明せよ。 
 
 

問題２（知識科目） 
 

次の２つの設問から１つを選んで解答せよ。答案は、答案用紙の１枚目に記

入すること。なお、どちらの設問に解答するか示すため、問題番号のとなりの 
 

（ ）欄にＡまたはＢを記入すること。 
 

Ａ 「損益分岐点」について、200～300 字程度で説明せよ。 
 

Ｂ 「ＡＢＣ分析」について、200～300 字程度で説明せよ。 
 
 
問題３（実技科目） 

 
あなたは、製パン業界大手で、全国に販売を展開している株式会社「ニッシ

ョーパン」に勤めています。 
 

ここ数年は業界内での競争が激しさを増し、厳しい経営環境が続いています。

その背景には、コンビニエンスストアの普及に象徴されるように消費者嗜好の

多様化、商品サイクルの短期化があり、当社だけでなく、他社もそれぞれ工夫

を凝らしつつ、さまざまな新製品を市場に投入しています。 
 

また、製パン業界内での競争のみならず、他の業界からの参入も増え始めて 
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おり、競争力強化のためには、従来にも増して自社製品の販売動向についてき
め細かく把握しておくことが求められています。 

 

こうした中、社長から、全社的な販売動向と今後の課題について分析したレ

ポートを提出するよう命令されました。添付の売上データファイルを用いて、

以下の問題文の指示に従い、社長に提出するためのレポートを作成してくださ

い。 
 

 

【問題】 
 

○ 社長へ提出するレポートを作成するために、添付のデータを分析し、ポイ

ントについて要点を簡潔に記述せよ。なお、必要があればグラフ等を適宜

挿入してもよい。さらに分析を踏まえて、今後の販売戦略（課題の設定）

についてのあなたの提案を 250 字程度で記述せよ。 
 

○ 全体の分量は A4 用紙に 2 枚とすること。 
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